
令和４年度　地域再生計画事業の効果検証シート（事業課評価）

地域再生計画　「豊見城市ワク・ドキこども未来プロジェクト」（まちひとしごと創生寄附活用事業）

基準値
（2019年度）

実績値
（2022年度）

目標値
（2024年度）

69人 10人 74人 4,347,200 5,050,000
こども
応援課

担当課
名称

　　地域再生計画における
　　事業への位置づけ

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業名
事業費
（円）

寄附受入
金額（円）

　　移住及び定住の促進に
　　資する事業

年少人口の社会増減数
（５年間）

「日本一の人財育成プ
ログラム～未来への投

資～」

事業概要 効果 ＫＰＩ未達成の要因分析 今後の方針

 計画の目標
　　こども達のグローバルな人財育成を推
　進することにより、こども達やその保護
　者にとって「魅力のあるまち」「選ばれ
　るまち」となることで、未来を担うこど
　も達（年少人口）の増加を図り、「持続
　可能な豊見城市」を目指す。

 計画の考え方
　　特色ある教育の推進（５年３０億円の
　大規模な育成事業）で、社会教育行政の
　優位性を示すことで他市町村との差別化
　を図り、市外年少者（保護者）の移住を
　促進する。

 地域再生を図るために行う事業
　令和４年度は２種類の講座研修を実施。
　①とみぐすくミライアカデミー
　　学校の教育や受験のための学びではな
　　く、「未来を生き抜く力」を身につけ
　　る人財育成講座。
　②プログラミング体験ワークショップ
　　IoTブロックというツールを使って、
　　こども達に「自由に仕組みをつくりあ
　　げることを体験」させ、創造力や論理
　　的思考力の向上を目的とするワーク
　　ショップ。

 事業目標（移住促進）にかかる効果
　　社会教育行政の優位性を示し他市町村
　との差別化を図るための大規模育成事業
　が実施できなかったため、計画目標であ
　る市外保護者の移住が進まなかった。

 地域再生促進事業（人財育成）実施の効果
　①とみぐすくミライアカデミー
　　小４～中学生の１７名を対象に毎週土
　　曜日２時間２４回の講座を実施
　②プログラミング体験ワークショップ
　　小１～３年生を対象に２時間完結型の
　　プログラミング研修を実施（計４６名）
　講座完了時のアンケートでは、すべて
　の保護者から『こどもに良い変化（行動
　力、意見、関心、忍耐力、PC操作、観察
　力、時事関心、親子の真剣な会話、周り
　を動かす力、自己肯定感、自己表現力な
　ど）』が確認できたと回答があった。

　　地域再生を促進する事業として実施し
　た『こどものグローバル人財育成』の側
　面からは、「寄附額相応の事業費で効果
　的な人財育成」が実施できた。
　　ＫＰＩ（年少人口の社会増減数）達成
　の即効性は低いと認識するが、人財育成
　による地域再生促進に寄与できていると
　考えている。

 ＫＰＩ未達成の理由（要因分析）
　　事業費 3,001,900千円（寄附
　額 2,971,881千円）の非常に多
　額な事業規模の地域再生計画事
　業を、標準財政規模（平成30年
　度決算）11,537,826千円の豊
　見城市が実施している。
　　目標の寄付額を募ることがで
　きていないため、大規模な育成
　事業（未就学児の講習講座・小
　学校単位の頻回講座・中高生の
　選抜養成）の実施に至っていな
　い。そのため社会教育行政（学
　校外教育）の優位性は生じて
　おらず、他市町村との差別化を
　戦略とする移住・定住が促進で
　きていない。

 寄附増額の方策
　　募ることができた寄附は、市町村とし
　ては標準的な金額の範囲であるが、目標
　額を確保できていない。今後は寄附マッ
　チング契約を複数業者と行うなど、より
　多くの寄附金を集める方策を検討する。

 地域再生を図るために行う事業
　　本事業内容（講座・ワークシップ）は、
　こどもの人財育成（こどもの可能性を引
　き出し、自己実現の方法を習得させる）
　ができるプログラムである。
　　得ることのできた寄附を有効に活用し
　し、対象学齢（未就学児・高校生・過卒
　生）を広げ、育成数を拡大することで、
　本市の様々な分野の産業を担い、成果の
　出せる人財を育成する。

今後の方針
　　持続可能な豊見城市を目指すために、
　こどもたちの育成は欠かせないことか
　ら、地域再生を図る本事業を将来的にも
　継続・拡充したい。


